
お待たせいたしました！昨年長谷先生にご登壇いただいてはや半年。多くの反響

をいただき、第二弾を企画いたしました。「高齢者の医薬品適正使用指針」

（2019年厚生労働省）の中で、他職種連携が必要であり、歯科衛生士の役割と

して「口腔内環境や嚥下機能を確認し、薬剤を内服できるかどうか（剤型、服用

方法）、また薬物有害事象としての嚥下機能低下等の確認」と記載されています。

薬剤の知識は歯科衛生士にもますます求められています。

日 時 ５月２７日（土）～ ６月１６日（金）

受 講 方 法 オ ン デ マ ン ド 配 信 ： Zoomウェビナー

申 込 方 法
大阪府歯科衛生士会ホームぺージ「研修会」フォームにて
お申し込みください

申 込 期 間 受付中 ～ 6月１２日（月）

受 講 料

大阪府歯科衛生士会会員 1,500円 学生会員 500円

他府県歯科衛生士会会員 3,000円 学生会員外 1,500円

会員外 5,000円

講師 長谷 剛志 先生（歯科医師・医学博士）
公立能登総合病院 口腔外科 部長

令和５年度 大阪府歯科衛生士会 訪問口腔健康管理研修会

※受講料は前納制です。ご案内の期日までにお振込みください。

(一社）大阪府歯科医師会後援

「歯科衛生士が知っておきたい薬剤と服薬のポイント」

～多様化する高齢者の薬剤事情と口腔為害作用～

※ オンデマンド配信は、日本歯科衛生士会生涯研修の単位付与はございません。
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